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研究成果の概要（和文）：本研究プロジェクトは,2008年Mｗ7.9四川大地震や2010年Mｗ6.9青海省玉樹地震を含む多く
の歴史地震が発生したチベット高原中東縁部周辺域の長大活断層をターゲットに内陸長大活断層のセグメンテーション
・断層相互作用・地震断層破壊メカニズムとの関連性を解明する目的で行われてきた.研究成果として計２８編の論文
を国際学術雑誌に公表してきた.本研究と関連して，中国オルドス台地周辺域の活断層と古地震およびプレート境界と
しての富士川河口断層帯の最近の活動性と分布特徴や有馬―高槻構造線,糸魚川―静岡構造線活断層系の地震断層岩形
成メカニズムなどが明らかにされた.

研究成果の概要（英文）：This project focused on the segmentation and fault interaction as well rupture 
mechanisms of the active faults in the eastern margin of the Tibetan Plateau inclunding the Longmen Shan 
Thrust Belt active fault zone that triggered the 2008 Mw 7.9 Wenchuan earthquake and the Xianshuihe fault 
zone that triggered the Mw 6.9 Yushu earthquake. During the study of this project, we have published 28 
high impact papers in the international journals. As related topics with this project, we have also 
studied the active faults and paleoearthquakes in Japan, including the Fujigawa-kakou fault zone as a 
plate boundary and the structural features of fault damage zones and fault rocks developed in the 
Arima-Takatsuki Tectonic Line and Itoigawa-Shizuoka Tectonic Line active fault systems.

研究分野： 地震地質学
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１．研究開始当初の背景 
1995年兵庫県南部地震以降，日本が世界

に先駆けて，一般的な地震防災上の必要

性から，活断層から発生する地震の調査

・予測研究が国家事業として強力に推進

されている．活断層から発生する地震の

予測研究について，1990年代以降におい

て活断層の多重セグメント地震を想定し

たカスケート地震モデルと震源過程・強

震動の研究と結びついて，長大活断層の

セグメント区分と地震規模と時期の確率

論的予測研究が重要となっている．近年

に発生した内陸大地震については世界的

に研究事例が蓄積されつつあるが，中央

構造線や糸魚川—静岡構造線などの長大

活断層で予想される極低頻度の限界大地

震と地震ハザードを評価する上で，内陸

巨大地震の震源となる活断層と最近の内

陸巨大地震により生じた地震断層に関す

る調査・研究事例が不可欠である． 
 
２．研究の目的 
本研究は，2008 年 Mw7.9 四川大地震と
2010 年 Mw6.9 青海省玉樹地震を含む多く
の歴史大地震が発生したチベット高原中東
縁部の長大活断層をターゲットに,内陸長
大活断層のセグメンテーション・断層間相
互作用・地震断層破壊メカニズムとの関連
性を解明するという地震地質学・地震学・
構造地質学・地震ハザード評価という新し
い視点から，内陸大地震の震源となる活断
層・地震断層の繰り返し破壊・変形機構・
断層および断層セグメント間の相互作用・
地震断層の破壊メカニズムを解明すること
目的としている． 
 
３．研究の方法 
本研究では，最近著しく進歩を成した衛星
画像解析の技術を導入して，TEM（〜15m
の解像度）および高解像度（0.5-1m の解像
度）の衛星画像の解析により断層全体の分
布・幾何形態・詳細な構造特徴を明らにす
る．また，衛星画像解析結果に基づいて，
野外調査を行い，断層変動地形・構造を明
らかにした上で，調査実施可能な断層露頭
でトレンチ掘削をする予定である．これら
の調査・解析の結果に基づいて，断層セグ
メンテーション・断層セグメント間の相互
作用の数値シミュレーションを行って，断
層モデリングを構築する. 
 
４．研究成果 
本研究は，2008年Mｗ7.9四川大地震や2010
年 Mｗ6.9 青海省玉樹地震を含む多くの歴史

地震が発生したチベット高原中東縁部周辺
域の長大活断層をターゲットに内陸長大活
断層のセグメンテーション・断層相互作用・
地震断層破壊メカニズムとの関連性を解明
する目的で行われてきた．本研究は，当初の
計画通りに順調に進んできており，研究成果
として計２８編の論文を国際学術雑誌に公
表してきた．本研究により，１）四川大地震
の震源断層である龍門山断層帯は北東セグ
メント，中部セグメント，南部セグメントに
分けることができること；それぞれのセグメ
ントにおいて，断層活動と断層運動センスな
どが異なっている；２）龍門山断層と斜交す
る鮮水河断層（甘牧—玉樹断層帯）の系統的
な水系の左横ずれ変位が最大で 60km であ
ること；３）四川大地震の地震断層の南西部
セグメンントで 2013Ｍw6.6 雅安（Lushan）地
震引き起こしてきたこと；４) 鮮水河断層の
セグメント間の断層間相互作用が解明され
たことなどが，明らかにされた．また，本研
究と関連して，中国北東部に分布する長大活
断層—Tan-Lu 断層およびオルドス台地周辺域
の活断層と古地震との関係を明らかにした
ことと，プレート境界としての富士川河口断
層帯の最近の活動性と分布特徴や有馬—高槻
構造線，糸魚川—高槻構造線活断層系の地震
断層岩，活断層破砕帯構造と活断層の古地震
活動や地震断層破壊メカニズムなどが明ら
かにされた. 
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